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スタート・ゴールスタート・ゴールスタート・ゴールスタート・ゴール

白鹿記念酒造博物館
(酒ミュージアム)

西宮市大谷記念美術館

夙川公園

宮水庭園

西宮神社

海清寺

酒造通り煉瓦館

今津六角堂

傀儡師故跡

マンボウ

20分

15分

5分
2
5
分

15
分

10
分

15分

30
分

白鹿クラシックス

白鷹禄水苑

辰馬考古資料館 戎座人形芝居館

片鉾池

高塚公園

水分谷えん堤

どんぐりの山づくり

（甲山大師道・甲陽園通り）

西宮市立郷土資料館

宮水発祥の地碑

御輿屋伝承地

3
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45
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11
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夙川公園

水車

広田神社

西田公園 
(万葉植物苑)

ニテコ池

甲陽大池

満池谷層

越木岩えん堤
越木岩神社

一本松地蔵

夙川上流緑道

5分

40分

15
分

15
分

名次神社

新池

兜麓底績碑

旧
西
国
街
道

越木岩鉱泉跡

｢夙川学院北」交差点

震災記念碑公園

5
分

甲
陽
断
層
が
通
る
道
路

100 200 300 400 500m0

私たちの街のなかで見ることのできる「刻印石」私たちの街のなかで見ることのできる「刻印石」

　西宮では大きな花こう岩が採れ、大坂城

の石垣に利用されています。大坂城の石垣

に使う石を採っていた当時、大名の石切場

は決められており、石の表面に大名の紋と

石工の持場の刻印（けずって付けた印）が彫

られました。これを「刻印石」といいます。

刻印石は、石碑などにも利用されています。 越木岩神社の刻印石 一本松地蔵尊の石碑

スタートスタート ＪＲさくら夙川駅

ゴールゴール

しゅくがわえき

散策ポイント散策ポイント
さん さ く

【問合わせ先】

国土交通省　六甲砂防事務所

住所：〒658-0052 神戸市東灘区住吉東町3-13-15

電話：078-851-0535

ホームページ：http://www.kkr.mlit.go.jp/rokko/

じゅうしょ

で ん わ

こうべしひがしなだくすみよしひがしまち

こく  ど  こうつうしょう　　ろっこう  さ  ぼう  じ　む  しょ

　　とい あ 　　　　さき

み か たみ か た

マップの見方マップの見方
み  か たみ  か た

けんがく

【見学ポイント】

【その他】
た

【移動手段】
い どうしゅだん

「素晴らしさ」を知る見学ポイント
　　 す　ば 　　　　　　　　　　 し 　　けんがく

「安全」を考える見学ポイント
　　あんぜん　　　　かんが　　　　けんがく

「不思議」に触れる見学ポイント
　　 ふ　し　ぎ　　　　　ふ 　　　　けんがく

 上記３つの内２つ以上共通する見学ポイント
 じょうき　　　　　　うち　　　　 いじょうきょうつう　　　　けんがく

徒歩（○分：矢印間の移動時間の目安）
と　ほ や じるしかん　　 い どう じ かん　　 め やすふん

鉄道
てつどう

トイレ

駅
えき

がっこう

学校文

刻印石
こくいんせき

天井川がよく
わかるところ

てんじょうがわ

夙川には

絵になる風景

がたくさん

あるよ！

ＪＲさくら夙川駅
しゅくがわえき

1 夙川公園
 しゅくがわこうえん

2 水車
 すいしゃ

3 夙川上流緑道
 しゅくがわじょうりゅうりょくどう

4 越木岩えん堤
 こし  き  いわ　　　　てい

5 越木岩神社
 こし  き  いわじんじゃ

6 甲陽大池
 こうようおおいけ

7 満池谷層
 まん  ち  だにそう

8 ニテコ池
 　　　　　　いけ

9 震災記念碑公園
 しんさい  き  ねん  ひ  こうえん

10 広田神社
 ひろ  た  じんじゃ

12 一本松地蔵
 いっぽんまつ  じ  ぞう

11 西田公園（万葉植物苑）
 にし  だ  こうえん　　まんようしょくぶつえん

　  しゅくがわ

え 　　　　　　    ふうけい

約0.3km 約５分
やく やく ふん

約0.3km 約５分
やく やく ふん

約0.3km 約５分
やく やく ふん

約0.3km 約５分
やく やく ふん

約0.3km 約５分
やく やく ふん

約0.3km 約５分
やく やく ふん

約1.0km 約20分
やく やく ふん

約1.0km 約20分
やく やく ふん

約1.2km 約25分
やく やく ふん

約1.2km 約25分
やく やく ふん

約0.8km 約15分
やく やく ふん

約0.8km 約15分
やく やく ふん

約2.2km 約40分
やく やく ふん

約2.2km 約40分
やく やく ふん

約0.8km 約15分
やく やく ふん

約0.8km 約15分
やく やく ふん

約0.8km 約15分
やく やく ふん

約0.8km 約15分
やく やく ふん

約0.5km 約10分
やく やく ふん

約0.5km 約10分
やく やく ふん

約0.8km 約15分
やく やく ふん

約0.8km 約15分
やく やく ふん

約1.6km 約30分
やく やく ふん

約1.6km 約30分
やく やく ふん

約0.8km 約15分
やく やく ふん

約0.8km 約15分
やく やく ふん

みんなで語り、伝えよう！　夙川物語
かた つた しゅくがわものがたり

散策マップについて散策マップについて
さん さ く

夙川散策マップ
さんさくがわしゅく

 巡って学ぼ 巡って学ぼう！

街中に残る自然と歴史街中に残る自然と歴史

め ぐ 　 　 　 　 ま なめ ぐ 　 　 　 　 ま な

より詳しい情報を掲載した冊子や

他の散策マップ、散策しながら学

習できるサブノートなどの入手先

は、六甲砂防事務所ＨＰをご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　　　くわ　　　　じょうほう　　けいさい　　　　さっ し

　　　　　　　　　　　ほか　　さんさく　　　　　　　　さんさく　　　　　　　　がく

　　　　　　　　　　　しゅう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にゅうしゅさき

　　　　　ろっこう さ  ぼう  じ　む しょ　　　　　　　　らん

ふ　し　ぎふ　し　ぎふ　し　ぎ

す　ばす　ばす　ば あんぜん　 あんしんあんぜん　 あんしんあんぜん　 あんしん

このマップは防災学習ゾーン「夙川物語」の

モデル散策マップです。裏面で各散策ポイン

トに関する情報を紹介しています。

　　　　　　　　　　　　　ぼうさいがくしゅう　　　　　　　　しゅくがわものがたり

　　　　　　　さんさく　　　　　　　　　　　　うらめん　　かくさんさく

　　　　　かん　　　　じょうほう　　しょうかい

ま ち な か 　 　 の こ 　 　  し  ぜ ん 　 　 れ き  しま ち な か 　 　 の こ 　 　  し  ぜ ん 　 　 れ き  し

　私たちの街中に残る自然や歴史を

物語る様々な「あかし」を巡って、

私たちの暮らす街の素晴らしさを発

見しよう！

　　　わたし　　　　　　まちなか　　のこ　　  し  ぜ ん　　れき  し

　ものがた　　さまざま　　　　　　　　　　　　　　めぐ

　わたし　　　　　　  く  　 　　　まち　　  す 　ば  　 　　　　　　　はっ

　けん

　わたし　わたし　　　　　　　　　　　　まち　　　　　　　　 み 　　　　　　　　　　　　　　　　こくいんせき まち　　　　　　　　 み 　　　　　　　　　　　　　　　　こくいんせき 

　　　にしのみや　　　　おお　　　　  か  　 　 　　がん　　  と  　 　 　　おおさかじょう

　　　いしがき　　  り  よ う 　　　　　　　　　　　　　　おおさかじょう　　いしがき

　　　つか　　いし　　  と  　 　 　　　　　　とう  じ  　 　 だいみょう　　いしきり  ば

　　　  き  　 　 　　　　　　　　　　　　いし　　ひょうめん　　だいみょう　　もん

　いし  く  　 　 もち  ば  　 　 こくいん　　　　　　　　　  つ  　 　 　  い ん　　　　ほ

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  こくいんせき

　こくいんせき　　　　せき  ひ  　　　　　　　　  り  よう こし き いわじんじゃ　　こくいんせき いっぽんまつ じ ぞうそん　　せき ひ



夙川では、季節に応じて様々な植物が見られます。

オオイヌノフグリオオイヌノフグリオオイヌノフグリ オオカワジシャオオカワジシャオオカワジシャ

オランダガラシ（クレソン）オランダガラシ（クレソン）オランダガラシ（クレソン） ハコベハコベハコベ

ジュズダマジュズダマジュズダマ イヌビエイヌビエイヌビエ

ツユクサツユクサツユクサ ワルナスビワルナスビワルナスビ

チカラシバチカラシバチカラシバ セイタカアワダチソウセイタカアワダチソウセイタカアワダチソウ

ノブドウノブドウノブドウ ママコノシリヌグイママコノシリヌグイママコノシリヌグイ

春
はる

夏
なつ

秋
あき

夙川の植物
しゅくがわ 　 　 しょくぶつ

　しゅくがわ　　　　　　 き せつ　　おう　　　 さまざま　 しょくぶつ　　 み

①③夙川公園・夙川上流緑道①③夙川公園・夙川上流緑道①③夙川公園・夙川上流緑道 ⑫一本松地蔵⑫一本松地蔵⑫一本松地蔵 21,22P

④越木岩えん堤④越木岩えん堤④越木岩えん堤 89P

⑩広田神社⑩広田神社⑩広田神社 57P

⑦満池谷層⑦満池谷層⑦満池谷層 18P

②水車②水車②水車 29P

⑨震災記念碑公園⑨震災記念碑公園⑨震災記念碑公園 78P

⑥⑧甲陽大池・ニテコ池⑥⑧甲陽大池・ニテコ池⑥⑧甲陽大池・ニテコ池 41,45,54P

⑤越木岩神社⑤越木岩神社⑤越木岩神社 21,22,35,36,58,65P26,30～32,63P

⑪西田公園（万葉植物苑）⑪西田公園（万葉植物苑）⑪西田公園（万葉植物苑） 35P

水車産業は酒造りにとても役だってい

たんだ！今はどうなっているの？

越木岩神社は、自然の森に囲まれている

んだよ！

 
 

水が必要なときに使えるために、ため池

がつくられたんだよ！

 
 

私たちの街中から、寒いところの植物が

発見されたんだよ！

 
 

いつごろ、桜が植えられたか知ってる？

西宮には全国的に有名な神社やお寺があ

るのを知っているかな？

石碑などに利用された「刻印石」が、私

たちの街の中で見られるよ！

万葉植物苑には、万葉集に詠われた72種

類の植物が集められているんだよ！

 
 

砂防えん堤の仕組みって、知ってる？

夙川小学校

夙川学院短期大学

夙川学院短期大学

大社中学校

神原小学校

阪
急
甲
陽
線

ニテコ池

震災記念碑公園
広田山公園

JR山陽本線(神戸線)

安井小学校

みそら幼稚園

阪急電
鉄

夙川上流緑道夙川上流緑道夙川上流緑道夙川公園夙川公園夙川公園

ニテコ池ニテコ池ニテコ池甲陽大池甲陽大池甲陽大池

　夙川の河川敷は公園として整備され、全国有数の松林

と、「日本さくら名所100選」に選ばれた桜なみ木（約

1,600本）があり、昔ながらの美しさを今に伝えていま

す。夙川公園沿いの歩道のうち、越木岩橋から上流の銀

水橋までは「夙川上流緑道」といいます。

　常磐町のほぼ真ん中に、一本松と地蔵を祀る小さなほ

こら（神を祀った小さな社）が並んでたっています。ほ

こらの前の「一本松地蔵尊」と書かれた石碑は、刻印石

（大坂城の石垣に使うために採られた石で、大名の紋が

彫られている）を利用して造られたものです。

　西田公園は、越水丘陵南端の起伏に富んだ地形や豊富

な緑を生かした公園です。この辺りは越水山遺跡の一部

で、弥生時代から古墳時代の住居跡や土器などが見つ

かっています。また、園内にある「万葉植物苑」には

「万葉集」に詠われた72種類の植物が植えられています。

　土砂災害から私たちの街を守る砂防施設で代表的なも

のが砂防えん堤です。昭和13年（1938年）の阪神大

水害をきっかけに、国が六甲山地の砂防事業を直接行う

ようになり、夙川では、昭和14年（1939年）に越木

岩えん堤が最初に整備されました。

　日本書紀にも登場する兵庫県で最も古いとされる神社

の一つで、神功皇后が天照大神のおつげにより荒魂を

祀ったのが始まりとされています。

　天照大神を主祭神とする広田神社はスポーツ、学業・

受験の神様としても知られています。

　メタセコイヤの研究で有名な三木茂博士が、昭和16

年（1941年）「満池谷層」において寒い場所ではえて

いる植物を発見しました。これは、西宮に氷河期があっ

たことを示す貴重な地層です。

　昔は夙川の急流を利用した水車がたくさんありました。

その数は20ヶ所を超え、水車によって精米された白米

が使われることで、お酒の質が一段と良くなるなど、大

量の酒米の精米に水車は不可欠となりました。夙川公園

の遊歩道に、水車が復元されています。

　阪神・淡路大震災の教訓を風化させることなく後世に

伝えるとともに、犠牲となった市民を追悼するために整

備された公園です。敷地内には震災犠牲者追悼之碑が建

てられています。

　野坂昭如氏の小説「火垂るの墓」の舞台としても有名

で、また、桜の名所として知られる満池谷のニテコ池の

すぐ側にあります。

　二つの池とも、もともとは農業用のため池です。現在

では甲陽大池の周りは公園になっていて、トンボをはじ

め多くの生き物を見ることができます。ニテコ池は、昔、

西宮神社の大練塀を造るときに、土を掘り出した跡が池

になったといわれています。

　この神社には、本殿の後ろに高さ10ｍ、周囲30ｍの

大岩があり、形が「酒米を蒸す甑」に似ていて、岩の上

から湯気が出ていたということから「甑岩」と名付けら

れたといわれます。「安産の神・子授けの神」として知

られています。

○実際に見学した箇所の□印にチェックをしよう！

○□印横の数字は「冊子」の関連ページです。

じっさい　　けんがく　　　　  かしょ  　　　  しるし

　  しるしよこ　　すうじ  　　　　  さっし　　　　　かんれん

巡って学ぼう！街中に残る自然と歴史巡って学ぼう！街中に残る自然と歴史

（ポイントの紹介） （ポイントの紹介） 
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　す い し ゃ さ んぎょう　 　 さ け づ く 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 や く

　 　 　 　 　 　 　 　 　 い ま

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　さくら　 　  う  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  し

　  さ  ぼ う 　 　 　 　 て い 　 　  し 　 く  　 　 　 　 　 　 　 　  し

　 こ し  き  い わ じ ん じ ゃ 　 　 　 　  し  ぜ ん 　 　 も り 　 　 か こ
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　わたし　 　 　 　 　 　 ま ち な か 　 　 　 　 　 　 さ む 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　しょくぶ つ

　 は っ け ん

　 にしのみや 　 　 　 　 ぜ ん こ く て き 　 　 ゆ う め い 　 　 じ ん じ ゃ 　 　 　 　 て ら

　 　 　 　 　 　 　  し

　 せ き  ひ  　 　 　 　 　 　  り  よ う 　 　 　 　 　 　 　 　 こ く い ん せ き 　 　 　 　 　 　わたし

　 　 　 　 　 　 　 ま ち 　 　 な か 　 　  み

　 ま ん よ うしょくぶ つ え ん 　 　 　 　 　 　 ま ん よ うしゅう　 　 う た 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し ゅ

　 る い 　 　しょくぶ つ 　 　 あ つ

　　　とき  わ  ち ょう　　　　　  ま  　 　なか　　　　いっぽんまつ　　  じ  ぞ う　　まつ　　 ちい

　　　　　　　かみ　　まつ　　　　ちい　　　　やしろ　　　　なら

　　　　　　　まえ　　　　いっぽんまつ  じ  ぞ うそん　　　　  か  　 　　　　　せき  ひ  　 　　　 こくいんせき

　　　おおさかじょう　　いしがき　　つか　　　　　　　　  と  　 　　　　　いし　　　　だいみょう　　もん

　  ほ  　 　　　　　　　　　　　　　  り  よ う　　　　つく

　　　にし  だ  こ うえん　　　　こしみずきゅうりょうなんたん　　  き  ふ く 　　  と  　 　 　　  ち  け い 　　ほう  ふ

　　　みどり　　  い  　 　　　　　こうえん　　　　　　　　　　あた　　　　こしみずやま  い  せ き　　いち  ぶ

 　 　　　    や よ い  じ  だ い　　　　   こ  ふ ん  じ  だ い　　 じゅうきょあと　　  ど 　き　　　　　　　 み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     えんない　　　　　　　　   まん よう しょくぶつ えん

　　　 まんようしゅう　　　　うた　　　　　　　　　しゅるい　　しょくぶつ　　  う

　　　  ど  し ゃさいがい　　　　わたし　　　　　　まち　　まも　　  さ  ぼ う  し  せ つ　　だいひょうてき

　　　　 　  さ  ぼ う 　 　 　 　 て い 　 　 　 　 　 　しょう わ 　 　 　  ね ん 　 　 　 　 　 　 　 　 ね ん 　 　 　 　 はんしんだい

　すいがい　　　　　　　　　　　　　　くに　　ろっこうさん  ち  　 　  さ  ぼ う  じ  ぎょう　　ちょくせつおこな　　

　　　　　　　　　　　　　しゅくがわ　　　　　　しょう わ 　　　  ね ん　　　　　　　　ねん　　　　こし  き

　いわ　　　　てい　　さいしょ　　せい  び

　　　  に  ほ んしょ  き  　 　　　とうじょう　　　　ひょう ご  け ん　　もっと　　ふる　　　　　　　　　　じんじゃ

　　　 ひと　　　　　　 しん ぐう こう ごう　　 あまてらすおおみかみ　　　　　　　　　　　　　　   あらみたま

　まつ　　　　　　　　はじ

　　　あまてらすおおみかみ　　しゅさいじん　　　　　　ひろ  た  じ んじゃ　　　　　　　　　　　　がくぎょう

　じゅけん　　かみさま　　　　　　　　  し　　　

　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　けんきゅう　　ゆうめい　　  み 　 き  しげる は か せ  　 　 　 　しょう わ

　ねん　　　　　　　　ねん　　　　まん  ち  だ にそう　　　　　　　　　　さむ　　  ば  し ょ

　　　　　しょくぶつ　　はっけん　　　　　　　　　　　　　　　　　　にしのみや　　ひょう が 　き

　　　　　　　　　しめ　　  き  ちょう　　  ち  そう  

　 　　むかし　　しゅくがわ　　きゅうりゅう　　  り  よ う　　　　すいしゃ

　　　　　かず　 　 　 　 　  か  し ょ 　 　  こ  　 　 　 　すいしゃ　　　　　　　　せいまい　　　　　　はくまい

　　　つか　　　　　　　　　　　　　　　　さけ　　しつ　　いちだん　　  よ  　 　　　　　　　　　　　たい

　りょう　　さかまい　　せいまい　　すいしゃ　　  ふ 　か  け つ　　　　　　　　　　　　　　しゅくがわこうえん

　　　 ゆう  ほ  どう　　　　すいしゃ　　ふくげん

　　　はんしん　　あわ  じ  だ いしんさい　　きょうくん　　ふう  か  　 　　　　　　　　　　　　　こうせい

　つた　　　　　　　　　　　　　　  ぎ  せ い　　　　　　　　  し  み ん　　ついとう　　　　　　　　　　せい

　  び  　 　　　　　こうえん　　　　　　しき  ち  な い　　　　しんさい  ぎ  せ いしゃついとう  の 　ひ　　　た

　　　  の  さ かあきゆき  し  　 　しょうせつ　　  ほ 　た  　 　　　はか　　　　  ぶ  た い　　　　　　　　ゆうめい

　　　　　　　　　　　さくら　　めいしょ　　　　　　  し  　 　　　　　まん  ち  だ に　　　　　　　　いけ

　　　　　そば

　　　ふた　　　　いけ　　　　　　　　　　　　　　　　のうぎょうよう　　　　　　いけ　　　　　　げんざい

　　　　　こうようおおいけ　　まわ　　　　こうえん

　　　おお　　　　  い  　 　もの　　  み  　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いけ　　　　むかし

　にしのみやじんじゃ　　おおねりべい　　つく　　　　　　　　　　つち　　  ほ 　　　だ  　 　　　あと　　いけ

　　　　　　　じんじゃ　　　　　　ほんでん　　うし　　　　たか　　　　　　　　　しゅう い

　おおいわ　　　　　　　　かたち　　　　さかまい　　  む  　 　こしき　　　　  に  　　　　　　　　いわ　　うえ

　　　　　  ゆ 　げ  　 　  で  　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こしきいわ　　　　  な 　づ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あんざん　　かみ　　  こ  さ ず　　　　かみ　　　　　　　　  し

　　　しゅくがわ　　  か  せ んしき　　こうえん　　　　　　せい  び  　 　　　　　ぜんこくゆうすう　　まつばやし

　　　　　　　  に  ほ ん　　　　　　めいしょ　　　    せ ん　　　　えら　　　　　　さくら　　　　き  　 　やく

　　　　　　　ぼん　　　　　　　　　　むかし　　　　　　　　うつく　　　　　　いま　　つた

　　　　　しゅくがわこうえん  ぞ  　 　　　  ほ  ど う　　　　　　　　こし  き  い わばし　　　　じょうりゅう　　ぎん

　すいばし　　　　　　　　しゅくがわじょうりゅうりょくどう

　 　 　　 　 　 　しゅくゅくが わ こ う え んが わ こ う え ん 　しゅくゅくが わじょうりゅうりょくわじょうりゅうりょくど う　 　 　 　しゅくが わ こ う え ん 　しゅくが わじょうりゅうりょくど う　 　 　 　しゅくが わ こ う え ん 　しゅくが わじょうりゅうりょくど う 　 　 い っ ぽ ん ま つ  じ  ぞ う　 　 い っ ぽ ん ま つ  じ  ぞ う　 　 い っ ぽ ん ま つ  じ  ぞ う　 　 い っ ぽ ん ま つ  じ  ぞ う

　 　 に し  だ  こ う え ん 　 　 ま ん よ　 　 に し  だ  こ う え ん 　 　 ま ん よ うしょくうしょくぶ つ え んぶ つ え ん　 　 に し  だ  こ う え ん 　 　 ま ん よ うしょくぶ つ え ん　 　 に し  だ  こ う え ん 　 　 ま ん よ うしょくぶ つ え ん　 　　 　 こ し  き  い わ 　 　 　 　 て いこ し  き  い わ 　 　 　 　 て い　 　 こ し  き  い わ 　 　 　 　 て い　 　 こ し  き  い わ 　 　 　 　 て い

　 　 ひ ろ  た  じ ん じ ゃ　 　 ひ ろ  た  じ ん じ ゃ　 　 ひ ろ  た  じ ん じ ゃ　 　 ひ ろ  た  じ ん じ ゃ

　 　 ま ん  ち  だ に そ う　 　 ま ん  ち  だ に そ う　 　 ま ん  ち  だ に そ う　 　 ま ん  ち  だ に そ う

　 　 す い し ゃ　 　 す い し ゃ　 　 す い し ゃ　 　 す い し ゃ

　 　　 　 し ん さ い  き  ね ん  ひ  こ う え んし ん さ い  き  ね ん  ひ  こ う え ん　 　 し ん さ い  き  ね ん  ひ  こ う え ん　 　 し ん さ い  き  ね ん  ひ  こ う え ん

　 　 　 　 こ う よ う お お い け 　 　 　 　 　 　 　 　 い け　 　 　 　 こ う よ う お お い け 　 　 　 　 　 　 　 　 い け　 　 　 　 こ う よ う お お い け 　 　 　 　 　 　 　 　 い け　 　 　 　 こ う よ う お お い け 　 　 　 　 　 　 　 　 い け

　 　 こ し  き  い わ じ ん じ ゃ　 　 こ し  き  い わ じ ん じ ゃ　 　 こ し  き  い わ じ ん じ ゃ　 　 こ し  き  い わ じ ん じ ゃ


